
女川原発再稼働反対のとりくみ

＜女川町長＞２期目 原発再稼働迫られる決断

東北電力が再稼働を目指す女川原発

東北電力女川原発（宮城県女川町、石巻市）が立地する女川町で１３日、須田善明町長と町議１２人の新たな任期がスタートし

た。１０月１６日告示の町長選と町議選はともに無投票で、原発再稼働について主張を戦わせる機会がなかった。東北電は２０１

７年４月以降の再稼働を見込んでおり、任期中に是非の判断を迫られる可能性が高い。決断は町の将来に大きな影響を及ぼす。

須田町長は無投票再選が決まった１０月１６日、報道各社の取材に「東北電が想定するスケジュールはあるのだろうが、私は

規制庁に対し厳しい安全審査を要請してきた。その姿勢は今も変わらない」と持論を強調。再稼働の是非については明言しな

かった。

町は女川原発の重大事故に備え、広域避難計画の策定を進めている。「事故時は避難ルートなどの速やかな検討が重要」（町

企画課）として、緊急時迅速放射能影響予測ネットワークシステム（ＳＰＥＥＤＩ）を活用する仕組みの構築も国に求める方針だ。

町議選では１２人のうち３人が再稼働反対や脱原発を公約に掲げた。一部は原発存続の是非を問う住民投票の実施を町に求

めている。

改選前の７月、町議会原発対策特別員会は鹿児島県薩摩川内市を視察。避難計画や九州電力川内原発の防災対策などを調

べた。

視察では、市が避難訓練を実施せずに避難経路を指定したケースを確認。川内原発と東京電力福島第１原発との原子炉型の

違いを強調する説明も耳にした。特別委は「過酷事故が起きた場合のことを真剣に考えていないようだった」との報告書をまとめ

た。

ベテラン町議は「女川原発は地域と共存共栄してきたが、福島の事故もあり町内には原発に対するさまざまな意見がある。町

議一人一人が慎重を期して再稼働に同意するか否かを判断する必要がある」と語る。 （河北新報 2015年11月14日土曜日）
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立地町・女川町の現状２

＜女川原発＞再稼働 町民の是非揺れる

東北電力女川原発の再稼働の是非をめぐり、女川町民の判断が揺れている。雇用や町の財政を支えてきた発電所との共存を

容認する声がある一方、東京電力福島第１原発事故を踏まえ「命が最優先」と決別を求める向きがある。九州や四国で再稼働へ

の同意が相次ぐ中、三陸の港町の民意が重みを増している。

女川原発は東日本大震災で被災し、今も冷温停止中だが、東北電社員や協力企業従業員ら２０００人以上が働く。１号機は１９

８４年、２号機は９５年、３号機は２００２年に営業運転を始めた。

町中心部に住む７０代男性は２、３号機の建設に左官として携わった。「作業は過酷だったが、給料は高かった」と振り返り、「原

発は国のエネルギー政策を支えてきた。電力を安定的に供給するには再稼働はやむを得ない」と語る。

１０月末現在の町人口は６９１１で震災当時より３割減った。単独町制を続ける町にとって、原発関連の収入は貴重だ。電源３法

交付金は１４年度、約８億円が交付された。使い道は医師や看護師の人件費補助やごみ収集、町役場庁舎建設など多岐にわた

る。

原発の近くで生活する高齢男性は「原発関連の税収などで地域の道路が整備され、子どもがバス通学できるようになった」と恩

恵を強調する。男性は幼少時、船で通学していたという。

東北電はことしに入り、１～３号機で震災後の設備点検記録に約４７００件の不備があったと公表した。半径５キロ圏で暮らす男

性は「東北電は福島の事故を対岸の火事と考えているのだろう」と不信の念を抱く。

２号機について東北電は、１７年４月以降の再稼働を目指す。町の行政区長の一人は「町内の再稼働の賛否は割れている。住

民の多くは原発は危険だと認識している」と打ち明ける。

７０代女性は町内にあった原発作業員の宿舎に約１０年間勤め、作業員の料理を作っていた。「原発に対する思い入れはある

が、再稼働してほしいとは言えない。命には替えられない。（原発事故が起きた福島の状況は）明日はわが身」と再稼働には慎重

な判断を求める。

（河北新報 2015年11月14日土曜日）



2012年、再稼働反対の署名活動

２０１２年年４月から１年近くかけ、女川町ではすべての仮設の住民をはじめ、
各家庭を訪問し、宮城県知事あての「女川原発再稼働反対」の署名活動を行
いました。４回にわたる全県からの支援も受けて、２５３３筆の賛同をいただき
ました。知事に提出する前、女川町長にこの町民の思いを伝え、県当局に届
けました。２０１５年１２月現在、全県で１２万筆を超えています。



２０１４年８月１０日 １５００人で
女川から未来を考える集い

「女川から未来を考えるつどい実行委員会

数多くの女川町民も参加してくださいました。

実行委員会の皆さんの取り組みに敬意と感謝で
す。あのどしゃ降りの雨の中、全県から、全国か
ら１５００人の参加で大きな成功でした。意見発
表など、内容も素晴らしものになりました。

加藤登紀子さん、小出裕章
さんを迎えて



２０１４年１０月から１１月
再稼働を問う住民アンケート その１

本当に感謝です。

３人で実施できたこと、６７５
名の方がご協力してくださっ
たこと、マスコミもきちんと報
道してくださったこと、どれも
みな感謝です。

２０１５年１２月２６日知事に結果を報告し、県当局が
自ら、住民の意向調査を実施するよう要請しました。
そのことを仙台の記者クラブで記者会見しました。



２０１４年１０月から１１月
再稼働を問う住民アンケート その２

２０１４年１２月４日

女川町長に、アンケート結
果を報告し、住民の意向調
査を行うことを求めました。



学習活動に力を入れて その１

新潟県元巻町の町長 笹口さん
の講演。住民投票について。

いわき市の伊東達也さんから福島の状
況の生々しくいお話を伺いました。

女川町民約７０人、福島三春の滝桜を観賞し、原発被災地を
視察。立ち入り禁止の現場を見て、声も出ませんでした。
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学習活動に力を入れて その２

立地町民は帰還できるでしょうか。宮城の故郷
は、風向きによってはどこも放射線の高線量汚
染地域になるということがわかりました。

原発が廃炉になったら、女川はやっていけるの
か、仕事は続けられるのか？この疑問にこたえ、
学習しました。

２０１５年７月４日 １７０名の参加で

避難計画を考える講演会。河北新報も一面で

藤野保史衆議院議員の講演
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女川原発、いまでもトラブル続く

再稼働のための安全審査を申請している東
北電力が、コンクリートのひびがあったもの
をないと記録し、存在しない部位を検査済み
とする点検記録不備。

今度は、３０キロ圏に重大なトラブルの報告
もしない、安全性への感覚マヒ。これでは、
運転資格が問われます。



現地女川での活動を振り返って

風船プロジェクト ３回 「渡されたバトン」上映会 仙台 金曜行動に参加

松島 全国交流集会で学ぶ 金曜日 朝のあいさつ 最終処分場反対と連帯

全国や宮城の仲間と連帯し、女川原発再稼働を許さぬたたかいを、これからも続
けます


